
Kit-Build Map Editor and Analyzer
User’s Guide
KitBuild概念マップEditorとAnalyzerの取扱説明書

Hiroshima Univ. Learning Engineering Laboratory



学習者⽤システムの操作⽅法



はじめに

KBシステムは多⾔語対応です
はじめに⾔語を選択ください



１
ログイン

学習者⽤のKBシステムへ
ログインする⽅法を
解説しています。

⾔語設定後に提⽰される
メニューに、
適当な名前を⼊⼒する

2 「学⽣」の役割を選択後、
「了解」を押す

3 ログインの挨拶が表⽰
されればログイン成功です

# 再ログインする場合は、
「ゲストログイン」を
押してください



１
キットのダウンロード

⽇本語のデモ⽤のキットを
ダウンロードしてくる⽅法です

画⾯上部にある
「キットを開く」を押す

2 トピックとマップを選択し、
「開いた」を押す

3 以下のようなキットが
表⽰されれば成功です

デモでご利⽤いただける
トピックとマップ

トピック
Sample lec
ゴールマップ/キット
光合成の仕組み



マップの組み⽴て

ダウンロードしたマップを組み
⽴て、学習者マップを構築する
⽅法を紹介します

１ リンクを選択し、
左右の丸をドラッグすると、
ノードに繋げます

2 同様に、リンクを選択し、
左右の丸をドラッグすると、
ノードから外せます

3 １、２を繰り返し、学習者
マップを組み⽴てます



１
マップのアップロード

完成したマップをアップロード
する⽅法を紹介します

画⾯上部にある
「アップロード」を押す

2 マップが完成していれば、
「はい」を押す

3 画⾯右上に下記のような
メッセージが表⽰されれば
成功です



アップロード後の確認

左端のスイッチを切り替えることで、
教師のマップと下記のような差分を
確認できます

⼀致するリンク
教師と⼀致している
関係性の理解です
Excessive links
教師は引いていないが、
学習者は引いていない関係性です
不⾜しているリンク
教師は引いたが、
学習者は引いていない関係性です
脱退リンク
学習者の繋いでいない関係性です



１
ログアウト

学習者システムからログアウト
する、あるいは教師システムに
切り替えるときのログアウトの
⽅法について説明しています

右上の「ログアウト」を
押す

2 ログアウトしてよければ、
「はい」を押す

3 マップがクリアされれば
ログアウト成功です

# 再ログインする場合は、
「ゲストログイン」を
押してください



学習者⽤システムのグループ議論の⽅法



はじめに

共同編集機能に接続できているかどうかをご確認ください
もし問題なく接続できていれば、

上記のように⼀番左のアイコンが緑⾊になっております

基本の表⽰

カーソルを重ねた場合



ルームの作成

共同学習を⾏うために、
グループの集まる部屋を
作成します

１ 右下のアイコンの、
「ルーム」を押します

2 表⽰されるダイアログから、
「ルームを作成」を選びます

3 ルーム名を⼊⼒し、
「了解」を押します

4 ルームが作成されると、
「ルーム」が作成した
ルーム名に切り替わります



ルームへの参加

既に作成されているルームに
参加する⽅法です

１ 右下のアイコンの
「ルーム」を押します

2 ポップアップされた
ダイアログから
ルームを選択します

3 選択したルームに
⼊る場合は、「はい」を
押します

4 ルームに⼊れれば、
「ルーム」が
⼊室したルーム名になります



グループでの議論

グループ全体でマップによらな
い議論をするときの⽅法です
マップにフォーカスしない話を
する際に利⽤します

１ 右下のアイコンの
「伝⾔」を押します

2 表⽰されたダイアログで
メッセージを⼊⼒すると、
全体で共有されます

3 議論を終えるときは、
もう⼀度「伝⾔」を
押します

ג׀ךעوشُ

Guest 02

־ֹ׻״؀閱鑜؅㡎א؀א

׻ַַ

Guest 02

׾׌閱鑜׼־⛰



マップの概念の議論

グループで議論するとき、
概念ごと、関係性ごとにチャッ
トで議論できます
オンラインでの議論に向いてい
ます

１ 議論したい概念を押し、
出てきた吹き出しを
押します

2 議論⽤のチャット
ウィンドウが開くので、
伝⾔と同様に議論できます

3 議論を中断/終了するとき
は閉じるを押します、
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チャット⽤のウィンドウは
ドラッグで動かせます



マップの関係性の議論

グループで議論するとき、
概念ごと、関係性ごとにチャッ
トで議論できます
オンラインでの議論に向いてい
ます

１ 議論したい関係性を押し、
出てきた吹き出しを
押します

3

2 議論⽤のチャット
ウィンドウが開くので、
概念と同様に議論できます
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チャット⽤のウィンドウは
ドラッグで動かせます

議論を中断/終了するとき
は閉じるを押します、



前の議論を続ける

過去に実施した議論は、
チャネル欄から再開することがで
きます
並列して議論することも可能です

１ 右下のアイコンの
「チャネル」を押します

2 過去に議論した概念や
関係性が表⽰されるので、
再開したいものを押します

3 過去の議論が開きます



教師⽤システムの操作⽅法



教師⽤のKBシステムへ
ログインする⽅法を
解説しています。

１
ログイン

⾔語設定後に提⽰される
メニューに、
適当な名前を⼊⼒する

2 「先⽣/教師」の役割を
選択後、「了解」を押す

3 ログインの挨拶が表⽰
されればログイン成功です

# 再ログインする場合は、
「ゲストログイン」を
押してください



１アナライザへの移動

教師⽤の分析システムに
移動する⽅法を紹介します

画⾯上部にある三本線から、
「静的アナライザー」を選ぶ

2 以下のようなアナライザの画⾯に移動します



１
授業結果の確認

学習者の構築したマップの
重ね合わせを実⾏する⽅法です

画⾯上部にある
「教師のマップを開く」を
押す

2

3 マップが表⽰され、左下に
学習者が⼀覧が確認できれば成功です

トピックとマップを選択し、
「開いた」を押す

光合成のトピックと
ゴールマップは、

トピック
sample lec

ゴールマップ
draft-m4-u10-shoyamamoto

となりますので
ご注意ください



差分マップの閲覧

左の枠で学習⽤のキットを選択することで、
下記のような、教師と学習者のマップを重ね合わせた結果が表⽰されます

分析したい
キットの選択

回答した学習者と
マップの⼀致度の

⼀覧 各差分と
該当する学習者の数



差分マップの閲覧

各種差分はスイッチによって切り替えたり、該当する⼈数にフィルターをかけたりすることができます

該当学習者の
フィルタリング

(Min)名から(Max)名が
該当する差分のみ

提⽰します

差分の各種類（次ページで紹介）と表⽰のON/OFF



差分マップの閲覧

各種差分は、学習者システムのフィードバックで閲覧できるものと同様に、上から確認できます
タグはマウスのハイライトで確認可能です

⼀致するリンク
教師と学習者で⼀致している
関係性の理解です
Excessive links
教師は引いていないが、
学習者は引いていない関係性です
不⾜しているリンク
教師は引いたが、
学習者は引いていない関係性です
脱退リンク
学習者の繋いでいない関係性です

上から順に以下の差分です


